
科目分類 看護専門科目 応用看護 開講時期 4年 前期 

科目名 災害活動実習 

選択/必修 選択 単位数（時間数） 1単位 45時間 授業形態 実習 

担当教員 山﨑 加代子・河合 正成・池原 弘展 

メールアドレス k-yamazaki@tsuruga-nu.ac.jp（山崎） オフィスアワー 実習前後随時 

 

授業目的 
災害発生時の看護活動における基礎的能力を養う。 

原子力災害における看護職の役割を理解する。 

授業概要 

防災訓練での傷病者や災害に関する活動などを体験する。そして、被災者の

身体・こころ・社会面への影響を考える。 

災害時に傷病者を支援する病院施設（被ばく医療を含む）での看護職者の役

割と機能の実際を学ぶ。 

初動体制や管理体制、地域との連携を踏まえ、災害時の情報、物的、人的な

視点から、看護の専門性と備えを考える。 

授業計画 

1. 災害発生時の基礎技術を学ぶ。（学内） 

1）多数傷病者発生時のトリアージ、応急救護演習 

2）限られた資源や環境での看護ケア<身体観察、保清のケアなど> 

3）除染の基本演習<放射性物質などで汚染をともなう創処置など> 

2. 災害が被災者の身体、こころ、社会面におよぼす影響を考える。 

1）自然災害や原子力災害を想定した防災訓練に参加する。（学外実習） 

2）原子力関連施設を見学する。（敦賀市原子力防災実習） 

3.病院における災害時の看護の役割と機能の実際を学ぶ。（病院実習） 

1)災害時の地域における病院施設の役割や機能。 

2)被ばく医療機関としての役割や機能。 

3)被災を想定した医療施設での初動体制や管理体制の実際。 

<傷病者受け入れや災害派遣体制など> 

4）医療機関における原子力災害を想定した対策の実際。 

5)ライフラインや医療資機材など“物的”な備え。 

6)“災害時の情報”の伝達や患者カルテ管理。 

4.1～3を踏まえて、災害時の看護の専門性と自己の心構えを深める。 

教材 

参考文献等 
適宜指定する。 

成績評価 

基準・方法 
出席状況、実習態度、実習記録と課題から、総合的に評価する。 



履修要件 災害看護学を修得していること。 

留意事項 

その他 
実習日は地域の防災訓練の日程に応じて決定する。 

実務経験のある

教員の教育方法 

看護師としての災害看護の経験を活かして、災害時に備えての組織の取

り組みや災害時に必要な看護実践の基本を身につけるための実習指導を行

う。 

 


